
 第1･2回のワークショップの成果を踏まえ、『現代版烏山線鉄道唱歌』原案づくりにあたり、制作する唱歌の意義・性格、その持つべ
き基本姿勢について、従来の唱歌との比較から次のとおり決めた。近代初期に作られたこれまでの唱歌は、鉄道に実際に乗車して各地を
旅することが現代に比して容易ではなかった時代の創作である。それは、経済的にもまた文化的側面からも未だ途上過程であり、鉄道網
も含め交通網の整備・普及の度合いからも言える。従って、当時の唱歌の創作は、歌詞文言を目で追い口ずさみながら、実際に現地を訪
れなくてもその気分を味わうことが求められたと思われる。そのため、駅を降りると何があるのか、自然も歴史も名物も、その内容の深
さより、浅くても広範な色々なものを並べることが必要だったと思われる。このことは、鉄道唱歌の名称に冠された“地理教育”という
文言が如実に物語っている。その結果、本邦初の『鉄道唱歌 第1集 東海道篇』では地名がかなりの割合で列挙されている（下表参照）。
これに対し、今回制作する『現代版烏山線鉄道唱歌』は、“広く”“浅く”ではなく、地域の文化をより掘下げることをその主眼とした。
すなわち、歴史を中心に地域固有の伝統・文化さらに自然景観を盛り込みその意味・背景等を掘下げることにより、“地理教育”に止ま
らず“歴史文化教育”を学ぶツールにすることをその狙いとした。鉄道唱歌の軽快なメロディに乗せ、七五調定型詩の持つリズミカルな
語感・音感の反芻が、程良い刺激として躰に沁み込むことを意図した。さらに、適度に文語体を組み込むことにより、簡単明瞭な口語体
表現より記憶に残ることも考慮した。1回では理解できないことも、何度か反芻し自分で調べることで一層身に沁み込むことは、これま
での経験則からも言えることである。知ることの楽しさ・その達成感は、生涯の輝きになると考えている。 
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ＪＲ烏山線の『現代版鉄道唱歌』の製作に向けた取り組み② 
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■これまでの唱歌と現代版における分類比率■ 

 
 昇る朝日に煌めいて（きらめいて） 
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■ 原案から第３校までの校正過程 ■ 
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